第24回 京大癌研究会 by unknown
Title第24回 京大癌研究会
Author(s)






























しては3例に一 5（うち 1例には No.5のpericentric
inversionをおもわせる7 カーー染色体が存在），2例
lζ－1, 2例』ζ十9をみた.OncogeneはSqlζFMS, 
1 q lζH-RASl, 9q IζABLが存在し， さらに












(restriction fragment length polymorphism）を検出し
fこ．
（方法）癌患者145例 （乳癌97例，大腸直腸癌14例，
肝癌13例， 胃癌 9例，食道癌 4例，その他 8伊~），正常
人120例を対象とした．末梢血白血球より DNAをフ






DNA断片は両集団を通じて， 1.0 kb (75. 47%), 
2. 8 kb (8. 68%)' 2.3 kb (7. 74勿）， 0, 95 kb (5. 28労），
0, 98 kb (2. 54＜；記入 1.6 kb (O. igoぅ）の長さの6種類
であり，乙の分布頻度は米国の報告とは異なっていた．
ζのうち， 0.98 kbの DNA断片は， 癌患者集団では
12例 （4.14%），正常人集団では2例（0.89勾），又
















EGFにより促進， T(;F {Jにより抑制され， A431細 た. E・ I.I ~ ；＼及び Tl，じillllll llll （）叫川ning 法を行い，
胞の増殖については TGF,8だけでなく EGFも両作 抗原物質の什状舎の検討を行った．その結果，得られ
用性に機能するととが示された.A431細胞の叩vi、v
！こおけるt首殖は EGFl三より促進されるとの報告があ る2極の九loAb(2A3D2, :.?DllE2）は，ジシアロ以上
り， A431細胞に対する E¥,Fの invivo の効 1 ~：ま ． のホリシアロ糖脂質lと親和性を示した．残りの1種











株，すなわち PU、＇PRF/5(Axl, KH-1, K !M-1, 
Ki¥H'H-1, K¥'N 1について，hE<;Fの産生および，
その受容体を検討した.EIA法lとより，すへての細胞













株培養上清中fCIi l三:t;F 活性を認めた．さらに 125J・ 第1外科 大塩 学而，真辺忠夫
hECF による Bindingassayの結果，すべての細胞 戸部隆吉
株に EGF三容体を認めに． これらの細胞株のうち， ヒト大腸癌細胞で免疫して得られたモノクロ ナール
いおよび KHlの hEGI活性物質は約 7kDで， Ji°L l七17-L¥,19-9の ln-lll際議 F(ab’）2分画を消
hEGFとほぼ同じ分子量であることから， hEGFは 化器癌のシンチグラフィに応用する目的で，手術摘出




とそれらを認識する 3種のモノ ク ロ 原が多数発現されていることが不可欠である．そ乙で
ーナル抗体の樹立 癌組織の抗原量を定量解析するため， 手術摘出癌組織
の膜分画を用いて bindingassayにて検討した．胃癌
京大・医・臨検I，同2内九同l外3 11例のうち17・lAは7例 （64勾），19-9は4例 （36°0)
平岩 望1>2，繁田勝美i ［こ陽性で， 大腸癌17例では 17-lAIま全例 (100°0）に，












担癌ヌ ド7 ウスを用いて艦長話イメ ージを行ったと
ころ Invitroの結＇！＇.を反映してすぐれた臆場集積性
を示したか，肝 ・腎にも非特異的な取り込みを認めた．





















87年1月より fl'-lFN3×106 unit/day×5/w肘 kim, 
4週間， DFPP 2""eek 計8回の治療を施行した．

















































れた．現在 TAE可能例では TAI+OK432後 TAE





















示さなかった.T cel, B cel, T cel subsetsの変動は


















BALB〆し 7 ウスl乙 syngeneic な plasmacytoma




























glioblastoma 2例， malignantastrocytoma 3例，
astrocytom a grade I l例の6例IC対して延べ7回の
養子免疫療法を行った．方法は末梢血より leukaphe-
re sisを行い， 比重遠沈i法によりリンパ球を精製し， g
己腫蕩細胞と混合培養后 IL-2を添加した感作リンパ










































































ち BRM(Biological response modi五位）であるエフ
ェクタ一機能を動かそうとする場合，他のエフェクタ
一機構も影響を受ける可能性がある乙とを考慮すべき
である．また一つのエフェクター細胞，例えば LGL
は自己腫蕩細胞を一方では障害するが，他方 T 細胞
が自己腫蕩に反応し，活性化されキラー T 細胞へと
分化する段階を抑制する事実がある様に，一つのエフ
ェクター細胞群は相反する作用を有しているかも知れ
ない．個々を解析した後，戻って全体的立場lζ立ち腫
蕩免疫応答を検討していくととが，今後必要であると
恩われる．
